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１．はじめに 

 最近のシールド工事では､工事費の縮減や工期の短縮を目的として二次覆工を省略することが要求されて

いる｡都島第２幹線下水管渠築造工事においても二次覆工を省略するためにトンネルの内面が平滑な RC セ

グメントである『コーンコネクターセグメント』を採用することとなった｡このコーンコネクターセグメン

トは､防食の観点から金物部をトンネルの内面側に露出しない継手構造となっている｡この継手はトンネル

軸方向にスライドするだけでワンパスの組立が可能であり､かつ耐震設計を考慮した構造になっているが､

ボルト継手のように組立時における締結力の確認や増締めによるリングのゆるみ防止などができない｡この

ため､セグメント組立時の締結力が十分にあることや増締めが不要なことを調査することが重要である｡本

報告はその確認結果である｡ 

２.工事概要 

本工事は､大阪市都島区南通を起点とし､同区東野田町まで

の仕上り内径5900mm､延長 669.3m の雨水管渠築造工事である｡

土被り約 18m で､セグメントは外径 6600mm､幅 1200mm､厚さ

350mm､7分割(Ｋ型軸方向挿入型)の RC構造である｡ 

３.セグメント構造 

(1)セグメント継手 

セグメント継手は､中空部をもつスリット付き円錐形弾性

中空コーンであるF金物と､中実コーンのM金物とで構成され､

M金物をトンネル軸方向にスライドすることにより挿入嵌合

される｡また､シール材の封入は嵌合の過程でおこなわれ､そ

の押付け力は自動的に得ることが可能である｡ 

(2)リング継手 

リング継手のM金物は母線に沿って4本のスリットをもっ

た円錐台形状の金具の先端に爪を設けた構造とし､F金物はM

金物の先端の爪を収納する空間を有し､爪がその空間壁に係

合する構造で､嵌合はセグメント間と同様にトンネル軸方向

のスライドでおこなう｡ 

(3)計測位置・計測断面 

図-2に示す位置にひずみゲ

ージを埋め込み､セグメント継

手およびリング継手の締結力

の変化を計測した。                
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図-1 コーンコネクターセグメント概要図 

 

図-2 計測位置図(左:ﾘﾝｸﾞ継手･右:ｾｸﾞﾒﾝﾄ継手) 
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４．計測結果 

(1) 組立時 

セグメント継手に発生する締結力を継手金物の

ウェブ部に貼付したひずみゲージにより計測した｡

その時の F 金物の締結力を図-3 に示す｡その結果､

締結力はシール材封入に必要な締結力(108kN)以上

で､最大値は金物の許容引張応力以内であった｡ 

シールドジャッキによるセグメントの組立によ

って発生した締結力は､シール材の封入に十分であ

ることが確認できた｡ 

(2) 経時変化 

  組立時の計測を継続しておこない､①組立時②組

立完了時③マシンテール脱出時(土水圧作用時)④2

週間後(マシンより 50m)⑤3 週間後(100m)⑥3 ヶ月

後(300m)でセグメント継手の締結力を計測した｡  

締結力の変化は､リング形成時と､テールを脱出し

て土水圧が作用したときに発生する｡その時点でシ

ール材封入力は十分に確保されており､その後はほ

とんど変化しない結果となった｡また､締結力の変

化によっても目開きは発生せず高い止水性を有し

たトンネルとなった｡ 

(3)リング継手の発生ひずみ 

  265R目のリング継手金物における締結力の経

時変化を図-5に示す｡計測はセグメント継手金

物の経時変化の計測と同時におこなった｡その結

果､本計測の範囲は直線の施工区間であり､締結

力の変化は見られず､296R目からのR=500mの曲

線施工の影響も確認されなかった｡ 

５．まとめ 

①コーンコネクターセグメントは､エレクタによる

位置合わせとシールドジャッキによる押込みでワ

ンパスの締結組立が終了するセグメントであるが､継手の締結力は組立時に導入され､テールを脱出して土

水圧が作用したときにも､シール材封入力以上の締結力を確保できる｡そのためボルト継手にみられる増締

めの工程が不要となり作業の省力化が可能なことが確認できた。 

②コーンコネクターセグメントは､組立後内面平滑なトンネルが構築でき､二次覆工省略に適したセグメン

トであることが確認できた。 

今後､計測で得られた所見をもとに､コーンコネクターセグメントの施工性･覆工品質のさらなる向上を進

めていく予定である。 

最後に､本計測をおこなうにあたり貴重な御指導を頂いた東京都立大学山本稔名誉教授に謝辞を表します｡ 
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図-3 組立時セグメント継手締結力 

(264R･F金物) 

図-4 セグメント継手締結力経時変化 

(264R･F金物) 

図-5リング継手締結力経時変化 

(265R･M金物ｲﾝｻｰﾄ) 
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